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ス
タ
ッ
フ

常
勤
医
師

常勤医師・スタッフのご紹介どんなささいなことでも構いません。お気軽にご相談ください。

患者さんに信頼していただける
ような医療の実践を心がけてい
ます。チーム医療の中でリーダー
シップを発揮し、患者さんと一体
になった医療を実践します。

患者さんやご家族への丁寧で優
しい対応を大切にします。専門は
画像診断です。内科、健診、産業
医、内視鏡とのチーム医療でタッ
グを組み、地域医療に貢献して
いきます。

生活習慣病やがんの早期発見・
進行予防のために最も重要とな
るのは、定期的な健康診断です。
健康寿命をできる限り平均寿命
へと伸ばしていくことが使命と
考えています。

昨年の夏に風光明媚な淡路島で
平成病院とのご縁をいただきま
した。海山の幸と人々の優しさ
に恵まれた環境の中で医療に従
事できることに、日々感謝してい
ます。

人生は旅。私は旅に出て解放さ
れ、癒されてきました。そのうち
自分も人に優しくできるように
なりました。その優しさで患者さ
んを少しでも癒すことができた
らうれしい限りです。

働きやすい職場から、
患者さんの安心へ
「お互いに助けを求め、求められたら助け
る」職場を目指して、相談しやすい雰囲気
づくりを心がけています。職員の安心が患
者さんへの思いやりにつながったらうれし
いです。

「病気」ではなく
「人」を診ることを大切にします
自分たちのやりたい医療を提供するので
はなく、本当に必要とされるリハビリテー
ションの提供を徹底します。患者さん一人
ひとりに最適な対応ができるよう、精一杯
努力します。

患者さん、ご家族との
つながりを大切に
患者さんが住み慣れた地域で、最期まで、
その人らしい生活を送れるよう支援します。
ともに育み、一人ひとりが大切にされてい
ると感じられる看護を心がけています。

QOL向上に着目した栄養管理

直営給食体制を整え、日々の給食の質の
向上から食思不振に対する個別対応まで
幅広く実践しています。退院後の食事療法
に対する不安の解消とフォローも積極的
に行っています。

アットホームな空間で
利用者さんの笑顔が見たい
安心して楽しく利用していただけるように、
笑いの絶えない空間づくりを目指していま
す。利用者さんが楽しく通ってくださるこ
とが、ご家族の生活の手助けにもなると信
じて。

不安な気持ちに寄り添って

患者さんが安心して療養生活を送れるよ
う、ご本人やご家族のほか、地域の事業所
や他病院とも連携を密に取りつつ、次の生
活への橋渡しとなることを目指しています。

　平
成
病
院
は
伊
豆
病
院
を
前
身
と
し
て
平
成
元
年
に
産

声
を
あ
げ
、平
成
の
時
代
を
駆
け
抜
け
て
今
に
至
る
、歴
史

の
あ
る
病
院
で
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
み
な
さ
ま

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、こ
の
淡
路
の

地
も
、全
国
の
地
方
と
同
様
に
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に

歯
止
め
が
き
か
な
い
状
況
で
す
。今
後
も
続
い
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、こ
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
手
を

携
え
て
が
ん
ば
る
ほ
か
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　地
域
に
と
っ
て
は
、病
院
が
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
安
心
・
安
全
に
寄

与
し
、若
者
や
子
育
て
世
代
の
働
く
場
を
提
供
す
る
。高
齢

化
と
人
口
減
少
の
続
く
こ
の
地
域
に
お
い
て
、病
院
の
使

命
は
ま
す
ま
す
重
く
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　当
院
は
、平
成
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ
の
一
病
院
と
し
て
、

「
絶
対
に
見
捨
て
な
い
。」と
い
う
理
念
を
掲
げ
、高
齢
者
医

療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
近
年
、多
様
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
中
で
、こ
の
理
念
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
事

柄
も
生
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、グ
ル
ー
プ
で
は
昨
年「
じ
ぶ

ん
を
生
き
る 

を 

み
ん
な
の
も
の
に
」と
い
う
新
た
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。文
字
通
り
、

最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
あ
り
続
け
る
こ
と
を
多
方
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
す
る
も
の
で
す
。

　こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
、私
た
ち
は
次
の

こ
と
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
で
き
る
よ
う
、日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　①
超
急
性
期
以
外
の
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
い
、

　
　入
院
お
よ
び
在
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　②
健
診
や
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
外
来
な
ど
予
防
医
療
の

　
　提
供

　③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
と
栄
養
部
を
中
心
と
し
た

　
　動
け
る
喜
び
、食
べ
る
喜
び
の
提
供

　④
重
症
患
者
さ
ん
に
お
い
て
も
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご

　
　せ
る
よ
う
な
医
療
体
制
の
確
立

　今
後
と
も
当
院
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

稲岡 正裕

谷田 和繁野田 聡

孫 志剛岩城 達也

栄養課 係長

杉野 恵子
理学療法士看護師 事務長

介護福祉士社会福祉士 管理栄養士

秋田 透木内 美紀子

中村 真理

介護部（デイケア） 
主任

西本 彩子 南 伸卓

総務課
リハビリテーション科
部長看護部 副部長

地域連携室 係長

放射線科 消化器内科

内科 整形外科 内科

平成病院 院長

片山 直弥

地域のみなさまの生活を

多方面からサポートします
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受付時間・問い合わせ

受付時間・問い合わせ

当外来で行っていること

受付時間・問い合わせ

当外来で行っていること

摂食嚥下外来

痙縮外来

院
で
は
脳
卒
中
後
の
後
遺
症
と

し
て
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る

「
痙
縮
」の
治
療
と
し
て
、ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療

法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　痙
縮
と
は
、筋
肉
が
つ
っ
ぱ
り
、手
足
が

動
か
し
に
く
く
な
っ
た
り
、勝
手
に
動
い

て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
と
、手
の
指
が
握
っ
た
ま

ま
で
開
き
づ
ら
い
、肘
が
曲
が
っ
て
伸
び

づ
ら
い
、足
の
先
が
足
の
裏
側
の
方
へ
曲

が
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
症
状
に
よ
り
、日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。ま
た
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、痙
縮
に
対
す
る
治
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
に

よ
る
、脳
卒
中
後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

当

事
中
に
ム
セ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
」「
自
分
に
合
っ
た

食
事
形
態
を
知
り
た
い
」な
ど
、食
事
に
関

す
る
ご
相
談
が
あ
る
方
に
、治
療
や
ケ
ア

の
方
法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　「
食
べ
る
」こ
と
に
関
し
て
は
、口
や
喉

の
機
能
が
と
て
も
大
切
で
す
。口
や
喉
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
医
師
と

言
語
聴
覚
士
が
、嚥
下
造
影
検
査（
V
F
）

や
、嚥
下
内
視
鏡
検
査（
V
E
）な
ど
を
行

い
、く
わ
し
く
評
価
を
行
い
ま
す
。

　言
語
聴
覚
士
に
よ
る
、摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「

食

嚥下内視鏡検査（VE）
鼻から細い内視鏡を通して
検査食を食べていただき、
口から喉、食道へ食物がど
のように通過するかを評価
します。

嚥下造影検査（VF）
X線（レントゲン）透
視下で造影剤入りの
検査食を食べていた
だき、飲み込みの状
態を評価します。

【受付時間】 9：00～12：00、14：00～17：00
【診察時間】毎週木曜日 14：00～17：00

（完全予約制）

【お問い合わせ】0799-42-5335

「痙縮外来」とお伝えください。
けいしゅく

【受付時間】 9：00～12：00、
14：00～17：00

【診察時間】毎週水曜日 14：00～16：00
（完全予約制）

【お問い合わせ】0799-42-5335

「嚥下外来」とお伝えください。
えん げ

痙縮に伴う「筋肉の硬さ」や「痛み」
を治療することでリハビリテーショ
ン効果の最大化を目指します。

えん げ

けい しゅく

健康長寿サポート外来

力
や
気
力
が
低
下
し
、虚
弱
状

態
に
な
る
こ
と
を「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
い
ま
す
。要
介
護
に
移
行
し
や
す
い

フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
的
に
、当
院
で
は

2
0
2
3
年
に「
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
外

来
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
外
来
で
は
、医
師

の
診
察
と
理
学
療
法
士
な
ど
に
よ
る
体
力

な
ど
の
測
定
を
行
い
、高
齢
者
の
フ
レ
イ

ル
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
と
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
は
、「
運

動
」「
栄
養
・
口
腔
ケ
ア
」「
社
会
参
加
」と
い

う
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
に
な
り
ま

す
。フ
レ
イ
ル
の
入
り
口
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、食
欲
の
低
下
か
ら
低
栄
養
に
な
っ
て

フ
レ
イ
ル
に
な
る
人
も
い
れ
ば
、人
と
会

う
の
が
億
劫
で
外
出
し
な
く
な
っ
た
の
を

機
に
フ
レ
イ
ル
に
な
る
人
も
い
ま
す
。大

切
な
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
に
努
め
る

こ
と
で
す
。

　ま
た
、三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
基
礎
疾
患
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
も
大
切
で
す
。特
に
、高
齢
に
な

る
と
認
知
症
の
予
防
が
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。体
を
動
か
す
こ
と
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ
と
、人
や
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
と
い
っ
た
フ
レ

イ
ル
予
防
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、認
知
症
予

防
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　フ
レ
イ
ル
指
導
で
は
、リ
ス
ク
の
あ
る

高
齢
者
へ
生
活
習
慣
の
改
善
や
食
生
活
の

ア
ド
バ
イ
ス
、運
動
指
導
を
行
い
、健
康
長

寿
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

手足の筋力やバランス能力、口腔機能や
認知機能の測定を行います。

体

体力などの測定
採血、レントゲン検査、骨密度測定など
の検査を行います。

医師の診察

【受付時間】 9：00～12：00、
14：00～17：00

【診察時間】毎週水曜日9：00～12：00
（完全予約制）

【お問い合わせ】0799-42-5335

「健康長寿サポート外来」もしくは
「フレイル外来」とお伝えください。

みなさんの「自分らしく、こうありたい」という
想いが叶うように、イキイキとした毎日を過ご
していくサポートをしていきます。

当
院
の
専
門
外
来
を
ご
紹
介

地域の
健康課題に
寄り添う
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集団リハビリでは、さ
まざまな道具やゲーム
を使いながら筋力維持
や脳トレを行います。

11：00～

軟膏薬の塗布や湿布
薬の貼付が必要な方
は、スタッフが入浴後
に行います。

リハビリテーション 入浴

おやつとともに、好み
に合わせてコーヒーや
紅茶、ジュースなどが
飲めます。

利用者さんご自身が
作った置物や飾り物な
どは、お持ち帰りいた
だけます。

おやつ レクリエーション

9：30～

12：00～14：00～ 13：00～15：00～

10：00～ 9：00～

傷病に合わせた「個別リハビリテーション」、数名の利
用者さんと楽しく体を動かしたりゲームに挑戦したりす
る「集団リハビリテーション」、飲み込む力や言葉の練
習を行う「言語リハビリテーション」などを選べます。

職員の見守り・介助のもと入浴します。車いすを使用
されている方も機械浴槽にて入浴できます。最新式の
機械浴槽があり、幅広い方が暖かいひとときを過ごせ
ます。

昼食同様、疾患などに合わせた対応が可能で、年中行
事に合わせたおやつを提供しています。スイーツバイキ
ングを行うことも。園芸療法で利用者さんが収穫した
食材を使ったおやつも提供しています。

小物作りや作業レクリエーション、園芸療法、自主訓
練など、利用者さんのお好みに合わせて過ごせます。
鍼灸師・あん摩マッサージ指圧師によるマッサージも
好評です。

高血圧や頻脈な方な
どは、かかりつけ医に
何分程度まで入浴可
能か事前に確認を。

健康チェック 送迎

食後のウトウトする時
間帯に体や頭を動か
すことで、夜ぐっすりと
眠れるように。

デイルーム内で盛りつ
けを行うため、ご飯は
炊き立て、汁物は温か
い状態で提供。

集団体操 昼食

体温や血圧を測定し、体調を確認します。そのほか、
疾患に合わせて体重や酸素飽和度などの測定も可能
です。異常のあった場合は、ご家族のつき添いのもと、
当院外来の受診も可能です。

自宅と病院間の送迎を行っています。送迎車には車椅
子で乗り込むことができ、自宅だけでなく老人ホーム
などへの送迎も可能です。

体を動かす体操だけではなく、頭を使ったゲームをし
たり懐かしの歌謡曲を歌ったりするなど食後の時間を
楽しく過ごします。ここで歌う楽曲は、当日利用者さん
の投票により決定しています。

食事の前に飲み込みを助ける嚥下体操を行います。食
事は、季節ごとの多様な料理や各地の郷土料理なども
お楽しみいただけます。疾患に対応した特別食や食事
形態での提供も行えます。

平成病院のデイケアでは、利用者さんが自宅で生活しやすく

なるよう、体の動きを維持

していくための運動をし

ながら楽しく時間を過ごし

ていただきます。
平成病院のデイケアは、一人で地道に体を動かすだけの場所ではありませ
ん。数名の利用者さんと一緒に、楽しく体を動かしたり頭の体操を行った
りもします。もちろんリハビリ職員指導のもと、個別で集中してリハビリ
テーションを行うことも可能です。その日の体調に合わせて運動はしない
で会話を楽しんだり、さまざまなレクリエーションに参加したりするなど、
過ごし方は利用者さんの自由です。

解放感のある広 と々した

デイルームで元気に楽しく

過ごしてください！

えん げ

デイケア
の過ごし方
デイケア
の過ごし方

1日のスケジュール
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■診療科目　　内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・小児科・
　　　　　　　リハビリテーション科・整形外科・放射線科

■診療時間　　一般外来
　　　　　　　・月～金　午前9:00～12:00／午後14:00～17：00
　　　　　　　・土曜日　午前9:00～12:00

■休 診 日　　土曜日午後／日曜日／祝日／年末年始

〒656-0442 兵庫県南あわじ市八木養宜中173
Tel.0799-42-5335 Fax.0799-42-5027
www.heiseihp.jp　info@heiseihp.jp

月 火 水 木 金 土

午前

午後

高谷 信行

ー

谷田 和繁

伊豆 敦子
高谷 信行

守本 圭希
小山 隆司 高谷 信行 片山 直弥 堀内 雅文

高谷 信行 近石  寛 野田  聡 孫  志剛 ー

午前

午後 ー

ー

ー ー ー ー ー

外来担当表
2024 年 4月現在

宮原 敦夫吉原 幸夫

総合診療科

午前

午後 ー ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー ー
循環器内科

整形外科

岡  達ニ郎

午前

午後 ー

ー

ー ー

ー

ー ー

ー ー ー ー
小児科

第2週
山下 宗一郎
第4週

今西 純一

入院病棟のご案内

99床

リハビリテーションに特化した専門病棟です。多職種によ
るチームで質の高いリハビリテーションを提供、心身の回
復を図り早期の在宅復帰を目指します。

回復期リハビリテーション病棟

医療療養病棟
急性期医療の治療後も療養が必要な方を受け入れます。
ご自宅や施設への復帰を目標に、集中的な治療と積極的
なリハビリテーションを施し、早期復帰をサポートします。

「充実した医療的ケア＋手厚い介護サービ
ス」の機能を併せ持ち、医療ニーズの高い
要介護高齢者のための長期療養・生活施
設として創設された介護保険施設です。

平成介護医療院について

●ご利用可能な方：
要介護認定で、
要介護1～5と
認定された方

●入所定員：53名
●居室：
個　室／10室
多床室／2人部屋 20室

3人部屋    1室

38床


